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と 

き 
平
成
二
十
三
年
三
月 

二
十 

日 (

日) 

九
時
～
十
七
時 

三
月
二
十
一
日
（
月
） 

 
 
 

九
時
～
十
五
時 

と
こ
ろ 

鷺
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 

「
作
品
展
示
」 

書
道
・
絵
手
紙
・
絵
画
・
生
け
花 

 

さ
ぎ
し
ま
歴
史
・
文
化
伝
承
展
・
陶
芸
・
写
真
・
そ
の
他 

日 

時 

三
月
十
二
日(

土)

・
十
三
日(

日) 

場 

所 

三
原
市
中
央
公
民
館 

 

作
品
展
示
の
部 

 

鷺
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
講
座
の

書
道
（
か
な
）
作
品
も
展
示
発
表
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

主催講座(書道・絵手紙)受講生のみなさん 

 

二
月
末
を
も
っ
て
、
本
年
度
の
講
座
が
修
了
し
ま

し
た
。
一
年
間
の
受
講
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 

来
年
度
の
講
座
も
引
き
続
き
、
次
の
よ
う
に
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
多
数
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

○ 

主
催
講
座(

各
コ
ミ
セ
ン
２
講
座) 

・ 

書
道 (

か
な) 

月
二
回(

第
二
・
四 

月
曜
日) 

・ 

絵
手
紙     

月
一
回(

第
三
金
曜
日) 

○ 

自
主
講
座 

・ 

健
康
体
操 

 

月
二
回(

第
一
・
三 

火
曜
日) 

・ 

パ
ソ
コ
ン
教
室
継
続
検
討 

 

自
主
講
座｢

さ
ぎ
し
ま
歴
史
・
文
化
伝
承
の
会｣

の

講
座
は
今
年
度
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

平
成
十
五
年
に
始
ま
り
、
講
師
の
山
下
先
生
が
教

科
書
の
な
い
島
内
の
神
社
仏
閣
の
歴
史
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
独
自
の
資
料
を
創
り
、
受
講
生
に
島
の
歴

史
・
文
化
に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た
。
山
下
先
生

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

日 

時 

三
月
六
日(

日)

十
三
時
～ 

場 

所 

鷺
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講 

師 

広
島
民
俗
学
会
理
事 

 
 
 
 
 
 
 

楪
ゆ
ず
り
は

博はく
自じ 

先
生 

  

「
さ
ぎ
し
ま
の
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。 

 

前
回
に
引
き
続
き
、
佐
木
島
と
周
辺
の

島
々
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
よ
り
詳

し
く
講
演
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

健
康
体
操

パ
ソ
コ
ン
教
室



平 成 2  3 年 ３ 月 １ 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

向
田
八
幡
神
社
の
初
祈
祷
祭
が
二

月
十
一
日
行
わ
れ
、
二
時
頃
よ
り
境
内

で
御
弓
神
事
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

毎
年
、
二
月
十
一
日
に
行
わ
れ
、
最

初
に
神
主
・
区
役
員
・
頭
屋
組
・
参
列

者
が
次
々
に
矢
を
放
ち
、
家
内
安
全
・

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
御
弓
神
事
は
、
三
原
市
唯
一
の

神
社
行
事
で
、
平
成
二
十
年
三
原
市
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
町
内
三
地
区
に
、
二
月
九
・
十
・ 

十
一
日
、
出
雲
の
國
伊
勢
大
神
楽
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。 

 

家
内
安
全
・
五
穀
豊
穣
・
商
売
繁
盛
を

祈
祷
、
春
の
訪
れ
が
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

須
ノ
上
集
会
所
で
は
、
お
な
じ
み
の
芸

を
多
く
の
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

6
日(

日) 

元
気
さ
ぎ
し
ま
協
議
会
講
演
会 

  

10
日(

木) 

第
二
中
学
校
卒
業
式 

  

18
日(

金) 

鷺
浦
幼
稚
園 

卒
園
式 

  

20
日(

日)

～
21
日(

月) 

鷺
浦
コ
ミ
セ
ン
作
品
展
示
会 

  

24
日(

木) 

鷺
浦
小
学
校
卒
業
式 

  

25
日(

金) 

鷺
浦
小
学
校
修
了
式 

須ノ上集会所での獅子舞 

 

須
ノ
上
健
康
づ
く
り
推
進
員

主
催
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が
、
二
月

十
八
日(

金)

町
内
か
ら
約
50
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

三
原
市
南
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長
の
若
林
さ
ん
か
ら
、 

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

と
認
知
症
に
つ
い
て
の
お
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
認
知
症
は

誰
で
も
な
り
得
る
も
の
で
、
家
族 

の
思
い
や
り
と
、
地
域
の
人
達 

の
支
え
が
重
要
で
あ
り
、
予
防
策
と
し

て
料
理
を
つ
く
る
事
な
ど
が
脳
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
等
、
た
い
へ
ん
参
考

に
な
る
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

・ 

き
さ
ら
ぎ
に 

我
が
か
ど
に
舞
う 

伊
勢
神
楽 

・ 

梅
一
輪 

咲
き
て
春
ま
だ 

遠
か
ら
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
か
ん
た
れ 

・ 

地
蔵
松 

風
雨
に
耐
え
て 

幼
木
育
つ 

・ 

朝
陽
浴
ぶ 

海じ
霧り
の
中
よ
り 

フ
ェ
リ
ー
出
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぶ
ん
か 

 

・ 

梅
の
木
に 

蕾
ほ
こ
ろ
び 

愛
ら
し
い 

 
 
 
 

寒
風
の
中 

凜
と
咲
き
お
り 

・ 

小
雪
舞
う 

港
の
入
江 

鴨
十
二
羽 

 
 
 
 

仲
良
く

漂
た
だ
よ

う 

ね
ぐ
ら
は
何
処 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牡 

丹 
 

・ 

Ｍ
様
に 

夢
の
通
り
道 

D
Ｖ
D 

        

い
た
だ
き
に
け
り 

い
と
あ
り
が
た
や 

 

・ 

地
蔵
さ
ん 

亀
山
神
社 

句
を
刻
み 

○ 

○
一
そ
え 

Ｙ
氏
三
回
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

D 

生 

 

元
気
さ
ぎ
し
ま
物
産
部
会
が
、
二
月

十
一
日
か
ら
十
三
日
の
寒
い
寒
い
三

日
間
三
原
市
本
町
で
、
み
か
ん
や
み
か

ん
餅
な
ど
加
工
品
の
販
売
と
、
さ
ぎ
し

ま
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

健康セミナー参加者のみなさん 


